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学校法人甲南学園

理事長  𠮷沢 英成

甲南大学、甲南高等学校・中学校を設置する甲南学園は、
大正8（1919）年の旧制甲南中学校の設立にさかのぼります。
甲南を支える大きな精神的支柱である創立者の平生釟三郎先生は、

本校ハ学校教育ノ現状ニ満足セザル有志ノ者共ガ集マッテ、
知育偏重ノ弊ヲ避ケ、「人格ノ修養」「健康ノ増進」ヲ第一義トシ、
「個性ヲ尊重シテ天賦ノ特性ヲ啓発スベク、
知的教育ヲ施サン」トノ主旨ヲ以テ創立イタシマシタ
高等学校第1回卒業式／大正15（1926）年

と述べています。
本学園は、今後も、この気概と品格ある平生精神をもとに、教育・研究の質を高め、
本学園の社会的使命を達成することを目指しています。

　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

　本学園の平成24年度（平成24年4月1日から平成25年3月31日まで）の事業の概況をご報告申し上げます。

　私学学校法人は、わが国の少子化、長引く雇用環境の低迷等、厳しい経営環境にさらされています。一方、社会からは学士課程教育の「質の保

証」が強く求められ、各私学は建学の精神に基づき、この要請に応えるとともに、その存在価値を自ら問い直さなければならなくなっています。

このような状況の中で本学園は財務体質の強化を図りつつ、学園建学の精神の実現を目指して教育研究環境の整備、向上に努めてまいりました。

　平成25年度は、学園創立100周年（平成31年）の先、the second century of Hirao Schoolに向けて本格的な取組を開始する重要な年度となります。

これは、高等教育機関として学園が社会から求められている役割の中心は、徳・体・知に優れた個性豊かな人物を社会へ送り出していくことにあ

ると自覚し、これを果敢、着実に果たしていく体制をつくりあげることです。本学園の財務状況は財政健全化のためのガイドラインを遵守する

とともに、支出構造の見直しを実行してきたことにより、良好な枠組みを構築しています。

　18歳人口が減少していることや経常費補助金の抑制が見込まれること等により、帰属収入の漸減もありうるという厳しい状況が続きますが、

甲南大学、甲南高等学校・中学校の教育研究環境の充実、向上に資する財務体質は維持されています。このような財務状況を最大限活用して、「人

物教育率先・教育力の甲南」、「集中・重点化された戦略的研究力の甲南」を推進するために、積極的な予算措置を講じるとともに、創立100周年へ

向けて更なる発展の実現を目指した事業を展開してまいります。また、積極的取組の実現を目指して、第2期中期経営計画を平成25年度中に策定

し、プロジェクトを提示してまいります。

　皆様におかれましては、今後とも格別のご理解とご支援を賜りますよう切にお願い申し上げます。

はじめに
個性尊重の理念を掲げて開学。90年余にわたり、
その独自の教育を深め、確立してきました。

甲南学園のあゆみ

学園創立者
平生 釟三郎

平生釟三郎は、1866年武門に生まれ、東京海上火
災保険をはじめとする損害保険業界の近代化に
貢献、川崎造船所を再建するなど実業界で広く
活躍しました。甲南病院の設立など社会事業に
も深く関わり、政治においては、広田内閣の文部
大臣として義務教育の年限延長、師範教育の改
善を強く提唱しました。教育理念として、「人格
の修養と健康の増進を重んじ、個性を尊重し、各
人の天賦の特性を伸張させる」を掲げ、甲南中学
校、さらに7年制の甲南高等学校を創立しました。

1918 財団法人甲南学園
 私立甲南中学校設立認可
1919 私立甲南中学校開校
1923 7年制甲南高等学校開校
1948 新制甲南高等学校に移行
1951  甲南大学設置認可、甲南大学開学、文理学部設置
1952 経済学部増設
1957  文理学部を文学部と理学部に分離
1960 法学部・経営学部増設
1963  甲南高等学校・中学校が岡本から芦屋市に移転
1964  大学院人文科学研究科、自然科学研究科設置
1965 大学院社会科学研究科開設
1991  トゥレーヌ甲南学園（フランス甲南学園トゥレーヌに校名変更）
 高等部・中等部を開校
2001  理学部を理工学部に名称変更
2002  経済学部・経営学部にEBA総合コースを開設
2003 先端生命工学研究所（FIBER）設置
2004  大学院法学研究科（法科大学院）設置
2006  大学院ビジネス研究科（会計大学院）増設
2008 知能情報学部増設
2009  マネジメント創造学部増設（西宮キャンパス新設）
  先端生命工学研究所移設・フロンティアサイエンス学部・

同研究科増設（ポートアイランドキャンパス新設）
 フランス甲南学園トゥレーヌ中等部閉校
2013 フランス甲南学園トゥレーヌ高等部閉校

甲南学園の構成 設置する学校・学部・大学院等（平成25年3月31日現在）

■甲南学園
甲南大学・大学院

甲南学園が設置母体の在外教育機関（フランス）

■フランス甲南学園トゥレーヌ
高等部（平成25年3月31日に閉校）

学部
・
学科

大学院
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平成24年度の主な取組

Highlight 2012

　平成24年4月、杉村芳美経済学部教授が四年ぶりに学長に就任し、「いまこそ、大きな志とチャレンジ精神を持ち、第二の創立の

気構えでこれからの100年にも通じる教育の構築を目指すべきである。『人格の修養と健康の増進を重んじ、個性を尊重して各人の

天賦の特性を啓発する人物教育の率先』、『世界に通用する紳士・淑女たれ』という学園創立者平生釟三郎の建学の理念のもと、世

界のどこにあっても、人々と共に生き生きと働くことができる自立した人物の育成を目指し、“教育力の甲南”と社会から評価され

る大学づくりに取り組む」とする目標と方針が掲げられました。

　6月には、今一度建学の精神に立ち返り、自ら考え、行動し、すすんで社会の役に立ちたいという志を持つ人物を育てようと、

創立者平生の名を冠し、1年次・2年次を対象とした「甲南平生塾」を開講しました。11月には、部局長会議の構成員を中心メン

バーとして、学長のリーダーシップのもと、「人物教育率先・教育力の甲南」の具体

化を図り、本学の教育力を向上させる諸方策を大学全体の観点から議論・検討・提案

し、教育の改革を推進する「甲南大学教育改革会議」を立ち上げました。また、外部

講師を招き、本学の社会的評価の現状等について調査データに基づき、本学に求めら

れているものは何であるのか、受験生、高校関係者等が本学を見る目はどのようなも

のであるのかという観点から、本学が社会から受けている評価を教職員間で共有し議

論する場として、学長主催懇談会「甲南大学の評価を知る」を開催する等、「教育力

の甲南」実現に向けた各種の取組を展開し、その基礎を固めました。

■マネジメント創造学部（CUBE）の完成
　平成21年度に経済と経営を中心に、英語を重視した学びで、「自ら学び、共に学ぶ力」、「自ら考え行動する力」を養い、「教養と

品格を備えた国際人」、創造的な「総合的マネジメント能力を備えた人材」、「社会に貢献できる人材」の育成を目標に新設したマ

ネジメント創造学部は、平成25年3月に1期生176名を送り出しました。就職率は98.7％です。就職率だけが教育の成果とは言えませ

んが、同学部の育成する「自ら考え行動する力」が国際的にも注目されてきています。

　また、同学部の教育の特長の一つである「社会とのつながり」の面では、従来の国内外のインターンシップやフィリピン・ボラン

ティア、農業体験等に加え、上海での企業訪問を実施しました。同学部では毎年100名近い学生が留学やインターンシップ等で海外へ

出ており、卒業までの4年間の間に、学生

の約半数が海外体験をしていることにな

ります。さらに平成25年度には、新たに

国内の地域産業やブータン王国での

フィールドワークも計画しており、国内外

でのフィールドワークを拡充し、体験学

習を通じた人物育成を実践していきます。

■フロンティアサイエンス学部（FIRST）の完成
　平成21年度に「バイオテクノロジー、ナノテクノロジー、およびそれらの融合領域のナノバイオ分野の高度技術者の育成」を目

標に新設したフロンティアサイエンス学部は、平成25年3月に1期生34名を送り出しました。就職率は100％を達成し、技術者・研

究者を志す22名が併設のフロンティアサイエンス研究科修士課程に進学しました。

　教育・研究面では、1学年35名を定員とした少人数教育によるきめ細かな教育研究指導を展開し、1年次から開講される最先端の実

験を通じて、自ら考える力と幅広い知識・技術の育成に努めるとともに、社会貢献や研究連携などにも積極的に取り組んできました。

平成24年8月には中高大連携事業として、科学技術振興機構との共催で、「サイエンス・リーダーズ・キャンプ」を開催し、高校教員へ

の実験・研究指導を行いました。また、同年10月に神戸市や理化学研究所等と連携開催した、「神戸医療産業都市・京コンピュータ一

般公開」の際には、同学部にも1,152名の

来場があり、教員と学生が身近なテーマ

の実験体験講座や研究展示を行いました。

　今後は、上記の実績をもとに更なる知

名度の向上と地域企業との連携を介して、

実社会で役に立つ人材・技術の育成に努

めます。

■先端生命工学研究所（FIBER）の研究推進
　先端生命工学研究所は平成16年度からの10年を第1期として、「ナノバイオテクノロジー研究の推進を目指し、科学技術の推進と

地域の総合的発展に寄与し、学術研究の連携拠点になること」を目的に、甲南大学の戦略プロジェクトの一つとして運営を開始し

てから9年目を迎えました。平成24年度には、平成21年度に採択された文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「分子クラ

ウディング環境を活用した遺伝子発現系で活躍する機能性分子のデザイン・開発

システムの構築」（平成21年度から5年間）の、4年目の研究活動を行っています。

　またこの間、同研究所は甲南大学の戦略的研究プロジェクトとして大きく開花し、

甲南大学のFIBERを「世界に通用する研究組織」に高めてきました。さらに兵庫県・

神戸市がともに主導する「ひょうご神戸サイエンスクラスター協議会」の構想づく

りにおいても、所長をはじめ、FIBER専属の専任教員が積極的に関わっています。

　平成24年度は、FIBERの専任教員が日本化学会による国際シンポジウム「The 

First International Symposium on Biofunctional Chemistry （ISBC2012）」で「ポ

スター賞」を受賞し、また「リボスイッチ」と呼ばれる遺伝子発現の調節機能を

有するRNA（核酸分子）に対する水分子の役割についての研究成果が、英国王立

化学会誌「Chemical Communications」に掲載され、Front Coverを飾りました

（右側写真のとおり）。

　また、細胞の中で形成される「テロメアDNA」の構造に関する研究成果は、化

学の学術研究誌の中で最も権威のある米国化学会誌「Journal of American 

Chemical Society」に掲載され、掲載号の表紙を飾り、掲載された論文の中で特に

注目されるものを特集する「JACS Spotlights」でも紹介されるなど、世界的に顕著

な研究成果を生んでいます。

■法科大学院の展開
　平成16年度に開設した法科大学院では、創立者平生釟三郎の精神を活かし、また、本学の多くの同窓生がビジネスの世界で活躍

している伝統を活かして、「正義」「ビジネス」「ベンチャー」をキーワードとして「甲南ローヤー」が育つ学習環境を構築してき

ました。平成24年度には12名が司法試験に合格し、合計で86名の合格者を数えるまで

になりました。

　第2期戦略プロジェクトの4年目を終えようとする現在、法科大学院には制度そのも

のにかかわる逆風が強くなっていますが、他の法科大学院に先駆けて様々に工夫を重

ね、社会人も大学院生としてロースクールでの学習が可能となる昼夜開講・秋入学の

制度実現に向けて努力しています。

　そして教育では、ビジネスローヤーの育成に重点を置き、院生が長期的視野を持っ

て勉学に励むよう指導の充実を図っています。平成25年2月には、企業の方々や弁護

「2012年度大学の目標と方針」に基づく改革01

戦略事業の展開02
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Highlight 2012

■東日本大震災からの復興を支援する「佐渡裕とスーパーキッズ・オーケストラ」に協賛し、「甲南、動き学ぶ」
　本学園では、世界的指揮者の佐渡裕氏とオーディションによって集められた子ども達によるオーケストラ「佐渡裕とスーパー

キッズ・オーケストラ」に協賛しています。平成24年8月19日から21日の間、2回目となる、東日本大震災犠牲者の鎮魂と被災者の

心の復興を願ったミニコンサートが宮城・岩手両県の7箇所で開催されました。

　本年度は、本学への協力依頼があり、グリークラブの学生がコンサートツアーに同行して各地コンサートで共演し、オーケスト

ラの活動支援にとどまらない被災地復興支援にも関わることができました。

　また、8月30日に兵庫県立芸術文化センターで開催された「佐渡裕とスーパーキッズ・オーケストラコンサート」では、本学の

学生はもとより、本中学・甲南女子中学校の生徒や甲南小学校の児童、各校の保護者と教職員の有志で結成された、30名のコーラ

スグループ「甲南大学Choir with friends」が、2,000人の聴衆を前に、佐渡裕氏の指揮、スーパーキッズ・オーケストラの演奏の

もと、坂本九メドレーの歌を披露するという、他の協賛企画にはない教育機関の特徴を活かした、付加価値のある広報活動を展開

しました。

■「阪神間モダニズムと甲南学園」をモチーフにした広報展開
　学園創立を志した先達の志とその当時の時代背景を振り返り、

甲南の原点をあらためて学内外に問いかけ、卒業生としての誇

りや気概、あるいは学園に縁を持つことの喜び等を再確認する

機会を創るきっかけとして、「阪神間モダニズム」をモチーフと

した新聞広告を展開しました。平成25年2月から3月にかけて、

朝日新聞を皮切りに、産経新聞、読売新聞、毎日新聞、神戸新

聞の各紙に集中出稿しました。また、3月25日の学位記授与式当

日には、前年度と同様に、日本経済新聞に杉村学長から社会へ

向けたメッセージ広告を掲出しました。

　これらは社会の各層に甲南学園に内在する情熱（パトス）を

アピールする機会となりました。創立100周年を迎える時期に、

卒業生の方々はもとより、在学生やそのご家族、さらには教職

員等、現在（いま）の、そしてこれまでの、さらにはこれから

の甲南学園にかかわるすべての人たちそれぞれが手を携えてい

くことを内外にメッセージとして伝えるべく努めました。

　このような新聞への広告掲出では、単なる学園のアピールに

留まらず、甲南学園の拠りどころとなる学術・芸術・文化等品

格ある教養を礎とする企画広報を展開することができました。

今後もさらに質を高めていきます。

特徴ある広報活動05

　平成3年に甲南学園が設置母体となり、フランス・アソシアシオン（法人）が設置したフランス甲南学園トゥレーヌ高等部は、

フランスにある学校でなければできない国際化教育に力を注ぎ、複数外国語教育、交換留学制度をはじめ、地元社会との協力関係

のもとで数々の特色ある教育を展開し有意な人材を輩出してきましたが、平成24年度の最終学年19名の卒業をもって閉校し、卒業

生総数637名、22年間の歴史に幕を降ろすこととなりました。

　平成25年2月8日に卒業式が挙行され、その前後に閉校関連行事が催されました。サン・シール・シュール・ロワール市長や市議

会議員の方々をはじめ、ホームステイ、セネガル・クサナールへのボランティア活動、スタージュ（職業体験）等でお世話になっ

た地元の方々、これまで学校を支えて下さった方々への感謝の意をこめたパーティでは、日本から駆けつけた80名を超える卒業生

を加え300名もの来場者で賑わい、それぞれの胸に刻んだ数々の思い出を振り返り、閉校を惜しみました。卒業式の後には、サン・

シール・シュール・ロワール市に寄贈されることとなった、多目的ホール（閉校後は「Dojo de Konan」と命名）の前に記念碑が

設置され、除幕式が行われました。記念碑には、フランス甲南学園トゥレーヌが培った甲南のエスプリが刻まれ、「Dojo de 

Konan」とともに、"育まれ実現されていく夢"を象徴する「Monument de Konan」として、これからもフランス甲南学園トゥレー

ヌの記憶をトゥレーヌの地に深く刻みました。

　同校は平成25年3月31日を

もって文部科学省から在外教育

施設としての認定が取り消され、

閉校後は、甲南高等学校・中学

校が卒業生証明書等の発行業務

を継承し、甲南学園がフラン

ス・アソシアシオン（法人）解

散に向けた清算処理、各種対応

を引き続き支援します。

フランス甲南学園トゥレーヌ高等部の閉校04

　安全・安心な実施条件が整うまで計画策定を見合わせてきた学園創立90周年募金事業

の高等学校・中学校新体育館整備事業については、防災対策に配慮した建設場所と工事

中の授業や課外活動実施の確保に留意し、①新体育館（アリーナ・部室・トレーニング

ルーム）の建設、②新甲友会館（食堂・柔道場・剣道場・文化部室・宿泊室）の建設、

③防災対策を骨子とした建設計画策定の作業を開始しました。

高等学校・中学校新体育館等整備事業の計画策定作業の開始03

士の方々のご協力を得て、「企業法務のグローバル化と法科大学院の役割」と題したシンポジウムを開催し、企業法務の現場で求

められる人材と法科大学院教育のあり方、インハウスローヤーの将来性等についてご意見をいただきました。

　今後、第3期プロジェクトへ向け、ロースクール制度の継続する限り、社会が信頼し、評価する「甲南ローヤー」が育つ甲南大

学法科大学院のチャレンジが続きます。
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とや、学生の教育に効果をもたらす研究が実践されていること
を恒常的・継続的なPDCAサイクルの中で検証すると同時に改
善への取組に連動させていくことにより、内部質保証システム
の構築を目指しました。

（6）キャリア教育の推進
　社会的・職業的自立に向け、低年次からキャリア意識を啓発
するために、キャリア教育を中心とした取組が平成18年度に文
部科学省の「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」（現代GP）
に採択されたことを受け、各学部の専門教育科目の中にキャリ
ア科目を配置し、1年次から4年次までの体系だったキャリア教
育を展開しました。
　また、卒業後のキャリア科目受講生へのアンケート調査を行
い、検証結果を教育内容等に反映させ、キャリア教育プログラ
ムを一層充実させました。

（7）iPadを活用した外国語教育
　国際言語文化センターでは、外国語教育の学習効果と学生の
意欲を向上させることを目的に、iPadにCALL機能を持たせた
新たなシステムを開発し、「iCALL教室」を設置しました。この
開発は本邦初で、学内外の高い評価を得、「iCALLによる外国
語教育のイノベーションと主体的学習の推進」が文部科学省の
平成24年度「私立大学教育研究活性化設備整備事業」（補助金）
に採択されました。

（8）教育情報システムの更新
　教育情報システムを更新し、新たな情報教育の実現へ向けて、
情報活用・情報発信できる学生育成に資するシステム環境整備
を行いました。また、Read/Write/Speak/Analyze/Think 能力
の習得を目指してノートパソコンを導入し、教室外での学習機
会や学習時間の増加を図りました。

（9）FD活動等教育改革への取組
　FD委員会主催の「新任教職員研修・ガイダンス」、ワーク
ショップ「Creating　Significant　Learning　Experiences」と
いった全学的なFD委員会の活動に加え、各組織に置かれた個
別FD委員会による授業内容・方法の改善を図るための組織的
な研修や研究を実施しました。また、ベストセラー書『科研費獲
得の方法とコツ』で知られる児島将康氏（久留米大学分子生命
科学研究所教授）を講師に迎え、科研費の基本的考え方、申請書
様式の記載方法についての講演会を開催しました。

（10） 教学評価体制（IRネットワーク）による学士
課程教育の質保証

　平成24年度文部科学省の「大学間連携共同教育推進事業」に
北海道大学、お茶の水女子大学、琉球大学、大阪府立大学、玉川
大学、同志社大学、関西学院大学、甲南大学が連携で行う「教学
評価体制（IRネットワーク）による学士課程教育の質保証」が
採択されました。これは、平成21年度に採択された「相互評価に
基づく学士課程教育質保証システムの創出－国公私立4大学
IRネットワーク」を8大学で継承、発展させていくものです。ま

大学・大学院

（1）学位記の授与
■学士
　各学部・学科とも、特色ある科目配置で編成されたカリキュ
ラムの授業科目を履修し、厳格な成績評価を受けた上で、卒業
要件単位を満たした2,116名の学生に、学士の学位が授与され
ました。

学　部 学　士（分野） 学　科

■修士・博士・会計修士・法務博士
　大学院学則及び学位規程により、論文審査と最終試験に合
格した61名に修士の学位が、3名に博士の学位が授与されまし
た。また、会計大学院を修了した28名に会計修士の学位が、法
科大学院を修了した25名に法務博士の学位が授与されました。

修士
研究科 修　士（分野） 専　攻

博士
研究科 博　士（分野） 専　攻

専門職
研究科 学　位（専門職） 専　攻

（2）専門職大学院修了生の資格試験合格
　平成24年司法試験では、法学研究科（法科大学院）修了者89名
が受験し、12名が最終合格し、平成18年から始まった新司法試
験（平成24年からは「司法試験」に統一）において、合計86名の合
格者を輩出しました。
　また、平成24年公認会計士試験では、前年度までの短答式試
験合格者を含む論文式試験受験者の中から、修了生1名が最終
合格し、平成18年の開設以来、合計25名の合格者を輩出しました。

（3）大学院改革の推進
　大学院の活性化を目的に、在学中の学部学生や資格・免許・技
術の取得・習得を目指す社会人に学びやすい環境を提供するた
め整備した各種制度が定着し、科目等履修生48名を受入れ、9名
が長期履修制度を利用しました。また、人文科学研究科では、平
成25年度から日本語日本文学専攻、英語英米文学専攻、応用社
会学専攻の修士課程3専攻に、博士後期課程の進学や、専門職を
目指すことに重点をおいた「専門探究コース」と、学際的な教養
を深めることや、生涯学習を目的とする「多元教養コース」を設
ける「コース制」を導入するため、学則変更を行いました。さら
に、専門職大学院である会計大学院は、社会科学研究科の経済
学専攻、経営学専攻との連携を図り、学部との連携強化も視野
に入れて、平成25年度から社会科学研究科のもとに移設して会
計専門職専攻に名称変更をするため、届出を行いました。

（4）全学共通教育の改革
　平成21年度から取り組んできた「全学共通教育」の改革につ
いて、ワーキンググループ答申「教養と専門とのバランスを大
切にした人物教育重視の教育」を踏まえつつ、教育改革会議と
その下に設置された共通教育作業部会において検討を進めつ
つあります。今後、この過程で、最終的に、甲南大学生であるな
らば卒業時に誰しもが備えるべき知識・技能・教養等に係る指
標等を明示する「甲南スタンダード」を定めることを目指して、
鋭意、取り組みます。

（5）自己点検・評価の推進、内部質保証システムの構築
　大学及び法科大学院においては、平成25年度の認証評価を控
えて、自らの責任で高等教育の質の保証と向上を図るべく自己
点検・評価に取り組みました。自ら前向きに点検・評価に取り組
むことをキーワードに、創立者平生釟三郎の建学理念である
「人物教育の率先」を具現化する教育課程が編成されているこ

1 教育 た、当初の国公私立4大学が中心となって設立した「大学IRコ
ンソーシアム」では、8大学連携の委託を受けて、学生調査等の
IR事業を推進していきます。

（11）経済学部開設60周年事業の実施
　大学創立の翌年に増設された経済学部が平成24年に開設60
周年を迎え、5月20日に西河紀男氏（三ツ星ベルト株式会社代
表取締役会長）、山口信二氏（モロゾフ株式会社代表取締役社
長）、平川昌紀氏（株式会社きちり代表取締役社長）の各経済学
部OBを招き、大学開学60周年記念行事の最後となる「OB経営
者と語る『地域から発する“元気社会日本へのみちすじ”』」（参
加者約150名）を開催し、一連の大学周年行事を締めくくりま
した。

（12）学修支援の推進
　推薦入学手続者等を対象とした「入学前準備教育プログラ
ム」に加え、キャンパスを実際に体験する「スクーリング」を実
施、各学部においては、リメディアル教育や情報システムを活
用した特徴的な学修支援に取り組みました。また、「大学生の就
業力育成支援事業」によって、学生との相談履歴を共有する「学
生カルテ」や、学生がキャリアデザインや学修履歴を蓄積でき
る「マイステップ（ポートフォリオ）」機能を整備し、学生の学習
意欲向上に向けた取組を強化しました。

（13）国際交流・留学支援の推進
　国際社会でグローバルに活躍できる能力を身につけた学生
を輩出することを目的に、国際交流の体験、短期の留学体験、そ
して長期留学の実現に向け「ホップ」「ステップ」「ジャンプ」と
段階付けた各種制度、プログラムの充実を図り、送り出し留学
生数は332名と、過去最多となりました。

主な国際交流・留学支援プログラム 派遣人数 受入人数
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（14）教員採用試験への取組
　質の高い教員養成を目的に、教員採用模擬試験や実践力を身
に付ける講座を実施するとともに、教職教育センター共同研
究・実習室では高・中・小の公立学校管理職を経験した指導員が
常駐して教職志望学生・卒業生の指導に当たりました。今年度
の公立学校教員採用試験においては、52名の在学生・卒業生が、
また、私立中学・高等学校には2名が合格しました。

（15）スポーツ強化支援策の実行
　スポーツ教育力を強化し、学生を成長させることを目標に、
「強化指定団体制度」・「指導者招へい支援金制度」の運用、指導
者対象の講習会開催、体育会学生に対する学修・生活・就職活動
に関する支援、学内外に対する甲南スポーツの戦績広報等を実
施し、学生支援体制の充実を図りました。

（3） 私立大学等経常費補助金特別補助（大学間連携
等共同研究）による共同研究の実施

　理工学部と知能情報学部では、私立大学等経常費補助金特別
補助（大学間連携等共同研究）を申請し、12件（新規3件、継続9
件）の共同研究を行いました。

（4）研究支援体制の強化
　文部科学省、日本学術振興会による平成24年度科学研究費助
成事業に、本学から76件（新規32件、継続44件）の研究課題が採
択されました。新規採択率45.1％は、新規応募件数50件以上の
大学等研究機関の中で、全国第7位となりました。日本学術振興
会二国間交流事業や科学技術振興機構研究成果展開事業研究
成果最適展開支援プログラム（A-STEP）等の公的研究費、公益
財団法人ひょうご科学技術協会をはじめとした各種財団の研
究助成等にも、多くの研究課題が採択されました。
　また、平成23年度に導入した科学研究費管理システムを活用
し、文部科学省による「研究機関における公的研究費の管理・監
査のガイドライン（実施基準）」に対応した研究費管理体制の構
築を進め、適正な執行管理に努めました。

（5）知的財産管理体制の充実
　知的財産を取り巻く情勢変化に対応すべく、平成23年度に引
き続いて、独立行政法人工業所有権情報・研修館による広域大
学知的財産アドバイザーの支援を受け、本学における知的財産
に係る取扱い、関連手続き等を随時見直しました。

②平生記念人文・社会科学研究奨励助成
申請者 研究課題 研究期間 助成金額

③伊藤忠兵衛基金出版助成
申請者 著書名 助成金額

④国際交流助成
　外国人研究者招へい及び学生の海外派遣事業に13件、合計
110万円を助成しました。

⑤総合研究所共同研究
　人文・社会・自然科学の諸分野にわたる総合的な共同研究を行
い、学術の進歩に寄与することを目的として昭和59年に設置さ
れた総合研究所の下、共同研究課題6件に対し、合計531万2千円
を助成しました。

（2）私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の展開
　この事業は、大学の経営戦略や研究戦略に基づき、各大学が
特色を活かした研究を実施するため、国が重点的かつ総合的な
支援を行う事業で、これまでに選定を受けた3件のプロジェク
トを推進展開しています。

テーマ 期間

（1）学内の各種研究助成による研究支援
　学園の教育・研究を推進充実すべく平生太郎基金、甲南学園
教育・研究基金の運用果実等をもって、研究、出版、外国人研究
者の招へい等の事業に助成、補助を行いました。

①平生太郎基金科学研究奨励助成
申請者 研究課題 研究期間 助成金額

●「父母の会・学生GP」採択一覧

（4）キャリア形成・就職支援
　就職環境が厳しい状況下、学生の不安感を払拭し進路満足度
を高めるために、就職支援講座を段階別に体系立てて実施する
とともに、学生の個々の状況に応じたきめ細かな重層的支援に
取り組みました。また、父母にも就職活動への理解と認識を深
めていただくために、「父母就職説明会」を開催しました。
　さらに、文部科学省の「大学教育・学生支援推進事業」（平成21
年度～平成23年度採択学生支援推進プログラム）を継承して、
窓口開室時間の延長（繁忙時20時迄）、キャリアカウンセラーの
増員等就職先獲得を目指した相談体制の強化を図り、就職活動
が長引く学生には精神的なケアも含め、手厚いフォローアップ
に努めました。これらの結果、平成24年度の就職率は96.3％と
なりました。
　また、前出の平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」（テー
マB）に採択された取組名称「ニート回避と未内定者削減のた
めの就職相談・情報提供の充実」の終了後のプログラム評価に
ついて文部科学省から「S」評価をいただき、優れた取組と評価
されました。

●就職支援の取組
・ 「企業研究講座 in TOKYO」
・ 「夏休み就活セミナー in TOKYO」
・ 「筆記試験対策講座」
・ 「OB・OG懇談会」
・ 就職活動意欲維持に向けた「就職の寺子屋」
・ 未内定者のための「学内合同企業説明会」
・ 「就活の壺」シリーズ
・ 理系や体育会等、多様な学生のニーズに応じた各キャリア
　支援講座
・ 各種面接対策講座　ほか

（1）奨学金・表彰制度の充実
　学生のより高い学習意欲を引き出すために、目的別の各種奨
学金の給付、表彰、授業料の免除等を実施しました。経済的な理
由により、学業の継続が困難な者への修学サポートや、各分野
において旺盛な意欲、活動力を発揮する秀でた人物を育てるこ
とを目的として、各種奨学金の給付、貸与、表彰、授業料の免除
等を実施しました。

（2）全学的な学生生活支援の推進
　学生生活支援委員会の下の小委員会を中心に、障がいのある
学生の生活不安や不便さの解消を図るべく、同委員会の統轄の
下、学生部、医務室、学生相談室、教務部、スポーツ・健康科学教
育研究センターとの協働により、障がいのある学生に対する全
学的支援を推進しました。

（3）学生生活の活性化、健康管理支援
　在学中に課外活動で顕著な活躍をした学生に、学長表彰・学長
顕彰等各種表彰を行うとともに、引き続き、甲南大学父母の会か
ら支援いただく「父母の会・学生GP」を活用し、学生と教職員が
協力のもと、学生が主体的に行う様々な取組を喚起しました。
　また、学生を中心とした共働互助キャンパスの実現を目指し、
市民救命士育成講座、スポーツ安全講習会等を開催するとともに、
ハラスメントの防止、キャンパス内禁煙の徹底、学校医による健
康相談の充実等、学生の心身の健康管理と増進を支援しました。

2 研究

3 学生支援活動
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（6）生涯学習の支援
　社会人講座、各種シンポジウム、公開講座等を通じて、生涯学
習の機会を社会・地域に提供しました。公開講座では、延べ約
2,000名が受講し、いずれの講座もその内容に満足と回答した
受講生の割合が9割を超えました。

（1）防災力の強化
　防災備蓄品を整備した他、14号館に非常用発電機を設置し、
災害に備えました。また、自衛消防隊の能力を高めるため、防災
センターを中心に、各キャンパスにおいて無線機を活用した実
践的な防災訓練を行いました。

（2）快適・安全なキャンパス構築の推進
　10号館大規模改修工事を実施し、外壁タイルの落下防止、ト
イレのリニューアル、バリアフリー化、省エネ化を図りました。
六甲アイランド体育館は、老朽化したシャワー室をはじめ、内
部をリニューアルし、体育実技や課外活動の環境を整備しまし
た。不審者の侵入から学生、教職員等を守るため、防犯カメラを
設置しました。

（3）情報インフラ整備の推進
　タブレット端末からのアクセスや、クラウド化等、将来の変
化に対応し得る柔軟なシステムを目指し、教育情報システムの
更新を図るとともに、一部の教室には電子黒板機能等を導入し
ました。また、事務システムにおいては、クライアント運用管理
システムを刷新し、セキュリティの強化、トラブルやメンテナ
ンス対応の迅速化、可用性の向上を図りました。

5 環境整備

（1）地域連携・貢献活動の推進
　フロンティア研究推進機構内に設置した「地域連携センター
（KOREC）」を中心に、神戸市東灘区や御影クラッセとの地域連
携協定に基づく活動（「第7回東灘区じどうかんジャンボリー」、
「甲南大学＆御影クラッセACTイベント」等）をはじめ、教員と
学生が主体となって社会連携・地域連携活動を推進しました。
また、学内博物館実習施設「ギャルリー・パンセ」での展示発表、
六甲アイランド体育施設を活用したイベント、図書館・サイ
バーライブラリの公開利用等地域とのつながりを図りました。

（2）教育委員会等との連携
　兵庫県「まちの寺子屋師範塾」事業や教員免許法に義務付け
られた免許更新制度に伴う更新講習（計8講座）を開講し、社会
の要請に応えました。

（3）産官学連携の推進
　産官学連携活動を積極的に推進するために、受託研究、共同
研究等の支援を行い、平成24年度の実績として、受託研究12件・
33,620千円、共同研究30件・23,908千円、奨学寄附金27件・28,494
千円を受け入れました。また、本学が有する知的財産の社会で
の活用を推進するため、京阪神地区及び東京地区の各種展示会
（「ビジネス・エンカレッジ・フェア2012」、「イノベーション・
ジャパン2012」等）に出展するとともに、「イノベーションフェ
ア関西」、「関西8私大新技術説明会」で発表しました。

（4）日本学術振興会等の各公募事業に採択
　本学のプログラム「生体分子を未来センサーとして使おう～
DNAで陽イオンを検出する～」（先端生命工学研究所）が日本
学術振興会の科学研究費による研究成果の社会還元・普及事業
「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～
KAKENHI」に採択され、科学研究費補助金での研究成果を、科
学に関心のある中学生への教育に還元しました。

（5）大学間連携の推進
　「大学コンソーシアムひょうご神戸」の学生交流委員会委員
長校の事務局として、学生交流活動、被災地支援のボランティ
ア活動を通した加盟大学間の交流を促進させるとともに、国際
交流、教育連携、研修交流等の他の委員会事業についても連携
して取り組みました。

4 社会連携・貢献活動

（5）卒業延期制度の実施
　就職状況が依然として厳しい中、卒業要件を満たす学部学生
が引き続き在学を希望する場合には、1年間に限り卒業を延期
して在学することを認める卒業延期制度を前年度に続いて、臨
時的に制定し52名が利用しました。

（6）保護者との関係強化
　学部学生の保護者に対し、本学の教育理念やキャンパスライ
フに関する生活情報の提供のため、5月19日に岡本キャンパス
で、10月28日に広島市と高松市において、教育懇談会を開催し、
合計989名にご参加いただきました。

規模別就職状況

従業員数
文系 理系

全体
男性 女性 男性 女性

主な就職先
男性 女性
順位 就職先 人数 順位 就職先 人数

公開講座
●［春期］子どもの才能を伸ばす環境づくり～脳と身体と心の観点から～

●［夏期］パソコン教室「挑戦！おもしろフォトレタッチ！」

●［秋期］SWEETSなマーケティング論～人気のスイーツショップから学ぶ～

●［冬期］バドミントン教室～サーブまわりで優位に立つ！（ダブルス編）～

地域連携センター講座
まちの寺子屋師範塾「子育て・家族支援者」

●アタッチメントに基づく親子関係の理解と支援

● 「子どもの育ち環境」評価と子育て支援

●発達障害のある子どもをもつ親への理解と支援

「言語と文化」講座
●言語講座（英会話・ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語）

●文学を通してみる異文化理解

スポーツ講座
●ジュニア柔道クラブ

●ジュニア バドミントンクラブ

●ジュニア ランナーズ スクール

●女子サッカークラブ

その他の主な公開講演会、イベント等のテーマ
●小中学生対象「科学とあそぼ！」

● 高校生対象「一日科学体験」

● 高大連携事業「サイエンス・リーダーズ・キャンプ」

●人間科学研究所公開研究会／シンポジウム

●戦時記者によるアフガン・シリア・福島の最新報告

●音楽を通してみる各国の文化風景

●経営学のススメ～こんなところでも活用できる経営学～（全6回）

●地域活性化システム論「学生によるリスクに強い地域づくり」

●放射能、原子炉、原子力発電、核のエネルギー等

●113番新元素の発見

● 文部科学大臣表彰受賞記念

　「いきものってフシギ！おもしろい！

～生き物の美しさに潜む新たな発見～」

●産学連携事業「神戸医療産業都市・京コンピューター般公開」

●先端生命工学研究所研究成果普及事業

　「 ☆ 」

●社会人向け公開講座「NANO BIO COLLEGE」

●文学部地域連携講座

●ネットワークキャンパス東京

19.2％

7.9％

5.2％

14.4％28.2％

14.5％

10.6％ 12.4％

7.0％
5.4％

21.6％
24.6％

23.8％

5.2％

23.9％

2.8％

30.4％
14.8％

18.3％

2.1％
7.7％

28.3％

4.3％

6.5％

28.4％

13.0％

13.0％

6.5％

メーカー 建設・不動産 情報通信 サービス業
公務員・教員卸・小売業 金融・保険業

＜文系＞
　男子 　女子

＜理系＞
　男子 　女子

業種別就職状況
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（1）中高6年一貫教育システムの充実
　昨年度より中学1年で開始した朝の読書を2学年で展開し、
中学校基礎期間の充実を図りました。朝読の実施により遅刻
をする生徒が減り、1日の始めを落ち着いた状態でスタートで
きるようになりました。
　また、基礎期間において新たに校長・副校長による道徳講話
を開始しました。この講話では、学年が一堂に会し、創立者平
生釟三郎や国内外の様々な人の生き方・考え方を学び、レポー
トを作成します。加えて、中学2年では英語劇、中学1年では
チャンツコンテストと、各クラスでの学習発表を行いました。
これらの取組により、基礎期間の生徒は人の話をきちんと聞
ける学年へと成長しつつあります。
　一方、基礎力の定着を図るために、全学年において国語・数
学・英語の小テストを積極的に行い、到達度の低い生徒につい
ては再テストを実施し、基礎学力の定着に努めました。また、日
本語検定、英語検定、GTEC（英語コミュニケーション能力テス
ト）などの団体受験をシステマティックに行うようにしました。

（2）学習活動・学校生活支援活動
　学力向上と日常の学習意欲の喚起を目指し、以下のことを
実施しました。
①授業週五日制から六日制への移行。②全普通教室AV化によ
るITを活用した授業やマナー教育。③読書習慣を身につける
ための「学年文庫」を高校一年・二年の教室前に設置、図書館で
の授業スタイルを充実させるための授業用デスクを更新。④英
語の「多読プログラム」を充実させるための図書「多読リー
ダー」を約400冊購入。⑤ネイティブ教員のオーラルコミュニ
ケーション教育で「言語技術」（読む・書く・聞く・話す）を習得さ
せ、中学2年で英語劇、中学1年でチャンツコンテストを開催。⑥
学習センターに学習支援ソフトを導入、教員やチューターによ
る個別指導を充実。⑦メールマガジンやe-learningを活用した
家庭学習との連携。⑧クラブ間交流でサッカー部がオーストラ
リアの姉妹校へ海外遠征。⑨新高校一年・二年の文Ⅱ・理数コー
スへ進む生徒を対象とした学習合宿。

（3）「グローバル・スタディ・プログラム」の充実
　文Ⅰコースの生徒を対象とした約10週間の海外留学（カナ
ダに6名・イギリスに6名・ニュージーランドに9名）を含む「グ
ローバル・スタディ・プログラム」を充実させ、独自の実践的な
英語力の育成とともに「言語技術教育」「国際政治・国際経済」
「東アジア交流・関係史」等の学びを通じ、教科間の連携を保ち
ながら国際理解教育を推進し、真の国際人育成を図りました。

（4）甲南一貫教育の実現
　平生精神をバックボーンとする甲南一貫教育を実現するた
めに、以下のことを実施しました。
①キャリア教育の一環として、中学3年を対象とした「OBワー
クショップ」。②高大連携として、甲南大学の教員による出張
講義や理科特別実験。③学校や学年を超えた学友たちとのコ
ミュニケーションを通した豊かな人物教育・人脈形成を目的
とした甲南小学校・甲南女子中高等学校との「甲南三学園学習
成果発表会」、「三学園環境教育」。④甲南の教育方針を理解す
るための創立者平生釟三郎のマンガ本や伝記の読書、「平生講
座」や集会における平生精神の喚起。

高等学校・中学校
1 教育

　講堂耐震補強工事、全普通教室AV化工事、特別教室6改修工
事、書道教室ガラス複層化工事、教室・廊下壁面補強工事、北側
駐車場ロボットゲート設置工事に加え、定期的な施設・設備の
点検・改修工事等、快適で安全な環境整備と課外活動施設等の
整備を実施しました。

3 環境整備

（1）入学試験状況
　学部における入学試験の状況は、志願者総数は21,462名とな
りました。内訳は、一般入試志願者数が12,904名（前年比103％）、
センター試験利用入試志願者数が7,597名（前年比97％）、推薦
入試等のその他の入試は961名（前年比94％）です。

（2）情報発信の充実・強化
　本学に魅力を感じ、意欲的に学生生活に取り組む学生を受け
入れるために、2013年入試からホームページで「求める人物像」
等に加え、「入学者選抜方針」を公開し、入学試験要項にはアド
ミッションポリシーを記載して、その周知に努めました。また、
受験生に留意した広報に努め、学長メッセージ、大学と在学生
の様子を伝える動画を随時発信するとともに、受験生を応援す
る20種類を超えるメッセージを記載したポスターを神戸市営
地下鉄の車両広告に集中的に掲出しました。

【入学試験状況】

学部・学科
一般入試 センター試験利用入試 その他の入試

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

大学院［修士課程］ 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 大学院［博士後期課程］ 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

大学院［専門職学位課程］ 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

大学院［専門職課程］ 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

（3）学生受入れに関する方針の策定
　学生受入れについて、「選抜型」から「育成型」への移行を図る
という学長諮問にしたがい、入試制度検討委員会において、学
生受入れに関する新たな方針の策定を検討し、答申しました。

（4）指定校・協定校との連携・高大接続の推進
　「甲南」の特色・優位性を伝える高大連携聴講生制度や、指定
校推薦依頼校を対象とする教育交流会の充実を図りました。ま
た、協定校推薦入学制度の推進のため、連携プログラムの充実
と協定内容の見直しを行いました。さらに、出張講義や模擬講
義も拡充しました。

（5）大学院入試制度の多様化
　大学院の志願者増を目指し、入学試験の制度、実施時期・回数、
受験会場等の見直しを図るとともに、多種多様な説明会を実施
し、ホームページを活用した広範囲にわたる情報提供を行うな
ど、独自の広報活動を強化しました。

6 学生募集・入学試験に係る各種活動
　全教員が公開授業を行い、相互評価を行いながら教科指導
力を高めるようにしました。また、教科センター方式・異学年
クラスター制を導入する福井市立至民中学校、道徳教育実践
校として文部科学省より指定を受けている神戸市立須磨翔風
高校から講師を招き、教員研修を行いました。

2 教育力の向上

　それぞれのコースの特性を活かし、一人ひとりの適性や個
性に応じて自己の進路を確立しました。その結果、内部推薦に
より約6割が甲南大学へ進学しました。他の約4割は大阪大学
をはじめとした国公立大学や首都圏・関西等の私立大学、また
昨年度に引き続き海外の大学にも進学しました。

4 進路状況

　関西圏の中学入試は、前年を下回る学校が大半となり、昨年
度よりもさらに厳しい状況となりました。
　2府4県の68校の私立中学校の統一日入試での平均倍率は、
1.44倍と厳しい状況にあります。大学を併設する中学校も同様
で、本校はⅠ期出願者134名、Ⅱ期出願者242名、Ⅲ期出願者118
名とそれぞれ前年を大きく下回る結果となりました。
　一方、高校入試においては、募集定員25名とし、1次入試のみ
を実施しました。高校入試では、各中学校の進路担当者との教
育相談を行うことで、受験生の質・レベルを維持することがで
きました。

高 等 学 校
募集形態 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 競争率

中　学　校
募集形態 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 競争率

5 生徒募集・入学試験に係る活動
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■平成22年度～24年度決算の推移
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法人

平生釟三郎記念教育振興事業
　「平生釟三郎記念教育振興事業」として創設された「人物教育
率先平生拾芳奨学金制度」による「甲南90周年栄誉スカラシップ」
（大学）では23名に1,905万円、「甲南90周年オナースカラシップ」
（高等学校・中学校）では28名に560万円の奨学金を給付しました。

1 学園創立90周年記念募金事業の取組

（1）内部統制の取組推進
　監査部と連携して、リスク管理セミナーを実施し、個人情報
保護・情報セキュリティの自己点検を実施するとともに、監査
部による、これらのモニタリングと各種規程監査を実施しまし
た。

（2） 組織運営の活性化、人事諸制度の再構築、職場
環境の改善

　教職員の給与制度改正に関して、大学教員、中高教員、職員と
すべての職種において新給与制度への移行を完了することが
できました。また、職員組織の活性化を図るため、専任職員行動
指針を策定するとともに、職員研修体系を刷新し、「創立2世紀
目を迎える甲南学園を支える優秀かつ強力な職員組織（集団）
の構築」を目標に人事諸制度の再構築への取組を開始しました。
さらに、教職員がいきいきと個性を発揮して安心・安全に働く
ことができる職場環境を整えるため、安全衛生管理体制の再構
築を行い、平成25年度から新たな体制をスタートさせます。

（3） 安定的な財務体制の徹底及びフランス甲南学園
トゥレーヌの閉校に伴う措置

　発展的でより安定した学園財政を目的とした「財政健全化の
ためのガイドライン」を遵守するとともに、財務体質の強化を
図り、学園創立100周年へ向け、教育・研究における新機軸展開
への体制を整えました。また、フランス甲南学園トゥレーヌの
閉校に伴い、同校に対する貸付金、及び本学園が所有する固定
資産等の財務上の措置を適切に行いました。

（4）奨学助成基金の充実
　給付制奨学金を更に充実させるため、第3号基本金の組入れ
（5,000万円）を継続しました。

（5）省エネルギーの推進
　中長期計画に基づき省エネ投資を行った他、電力使用量の
「見える化」を図ることで構成員の節電にかかる意識を喚起し、
温室効果ガス排出量削減に貢献しました。

（6）教育振興募金の活動強化
　大学の教育研究施設、教育プログラム、奨学金制度の充実や、
高等学校・中学校の教育環境の維持・向上等の資金確保を目的
に、学生・生徒の保護者等を対象とした教育振興募金の活動を
強化し、約5,500万円のご芳志を賜りました。

（1）広報活動の充実・ブランド力の向上
　様々な広報媒体、WEBツールを用いた広報活動の充実を図
りました。また、スポーツ、芸術文化活動等への協賛といった、
新たな付加価値を生み出す広報活動も継続して展開しました。
　さらに、新しい取組としては、本学の卒業生 武田麗子さんの
ロンドンオリンピック馬術障害飛越競技の個人代表選手決定
をうけ、岡本商店街、阪急電車岡本駅に協力願い、駅構内、岡本
商店街界隈に応援のバナーと懸垂幕を設置し、地域とともに健
闘を祈りました。

（2）平生日記の翻刻
　学園創立90周年を記念して開始した、学園創立者平生釟三
郎の32年間に亘る日記の刊行事業は順調に進んでおり、平成
24年度は、第5巻と第6巻（大正11年5月1日～大正14年2月4日）
を刊行しました。第5巻、念願の7年制甲南高等学校の設立認可
が正式に下りた大正12年1月16日の翌日、1月17日の日記には、
「欣喜雀躍ヲ禁ズル能ハズ」と喜びが綴られ、「将来内容ノ充実、
教育方針ノ確立ニ向ツテ一層ノ努力ヲ為サントス」と決意が
記されています。

（3）卒業生との連携強化
　同窓会、各地甲南会との連携を図り、同窓生とのネットワー
クを強化するだけでなく、地域の方々にも参加いただくことで、
一人でも多くの「甲南ファン」を創ることを目的として、ホーム
カミング・デー「オール甲南の集い」を5月20日に開催し、6，000
名を超える方々にご参加いただきました。

2 管理運営・財政

3 広報活動・卒業生との連携

（7）ネットワークキャンパス東京の活動強化
　学園・大学の首都圏における活動拠点として、学生584名、教
職員152名、卒業生2,340名、その他（公開講座・研究会等）1,433名
が利用し、学生の首都圏での就職活動に資するとともに、兵庫
県・神戸市とも連携しながら甲南の情報を発信し、首都圏との
知的交流を深めました。　
　また、首都圏に就職した新卒社会人を対象とした「東京ウェ
ルカムパーティ」、卒業生による就職サポートのためのネット
ワーク（KOMNET）等の拡
充を図り、首都圏における就
職活動支援を強化しました。

■平成24年度決算の概要
　平成24年度は学園にとって大きな意味を持つ節目の1年でし
た。すなわち中期経営計画の一端としていたマネジメント創造
学部とフロンティアサイエンス学部が完成年度を迎え、それぞ
れの学部において初めての卒業生が誕生しました。また平成
3年にフランスにて開校したフランス甲南学園トゥレーヌは、
22年間で637名の卒業生を輩出し、現地市当局及び市民より賞
賛の声を得つつ、惜しまれながらその歴史に幕を降ろし、決算
において円滑かつ適切に財務処理を行いました。
　ここ数年、学園は支出構造を大きく変え、その結果、財務体質
は改善されております。その上で平成24年度は、情報教育環境
の向上のため、大学において情報教育機器を更新しました。さ
らにiPadを使った語学教育のための投資も行いました。他方、
高等学校・中学校では講堂の耐震補強工事を行うとともに、全
学的に教室AV機器の改修を行い、さらなる教育力を展開でき
る投資を行いました。また「甲南90周年」の奨学金は平成24年度
も給付が進み、他方、留学に際して支給される学習奨励金も、派
遣留学生の増加に伴い給付が進みました。平成25年度も、引き
続き「教育力の甲南」の推進を可能とする財務体質の強化に努
めてまいります。
　以下に、資金収支決算及び消費収支決算の概要について、ご
報告致します。

■資金収支決算
　資金収入は、予算対比で見ますと、学生生徒等納付金収入、補
助金収入が下回ったものの、手数料収入、寄付金収入、資産運用
収入、事業収入、雑収入、その他の収入が上回ったため、資金調整
勘定・預り金等を除く経常的な資金は、予算を49百万円上回る
186億28百万円となりました。一方、資金支出は、これまで継続し
てきた財務的な支出構造の変革により、予算を下回る179億11
百万円となり、資金収入超過額は7億17百万円となりました。こ

れを踏まえ、大学将来計画準備引当特定資産、大学教育・研究環
境整備充実引当特定資産に計6億50百万円の積立を行い、最終的
な経常的資金の資金収入超過額は67百万円となりました。

■消費収支決算
　学園全体の帰属収入は140億91百万円、基本金組入額はフラン
ス甲南学園トゥレーヌの土地・建物を処分（10億39百万円）した
ため3億10百万円。帰属収入から基本金組入額を除いた消費収入
は137億81百万円。一方、消費支出はフランス甲南学園トゥレー
ヌ資産処分も含めて141億98百万円となり、その結果、帰属収支
差額は1億07百万円の支出超過となり、消費収支差額は4億17
百万円の支出超過となりました。
　予算対比で見ますと、帰属収入は手数料、寄付金、資産運用収
入、事業収入、雑収入が増加したことに伴い、64百万円の増収（予
算140億27百万円に対して決算は140億91百万円）となり、基本金
組入額は2億80百万円の減少（予算5億90百万円に対して決算は3
億10百万円）となりました。一方、消費支出は人件費及び資産処
分差額が増加しましたが、教育研究経費、管理経費が減少し、予
備費の残額もあり1億03百万円の減少（予算143億01百万円に対
して141億98百万円）となりました。その結果、消費支出超過額は
予算より4億47百万円減少しました。
　他方、前年度決算と比較しますと、帰属収入は平成21年度開設
したマネジメント創造学部、フロンティアサイエンス学部の学
年進行による学生生徒等納付金の増収や退職者増による交付金
収入の増収があったため、帰属収入は4億41百万円の増収（前年
度の帰属収入は136億50百万円）。基本金組入額はフランス甲南
学園トゥレーヌの土地・建物の処分により8億55百万円減少（前
年度の基本金組入額は11億65百万円）したため、消費収入は12億
96百万円の増加（前年度の消費収入は124億85百万円）となりま
した。一方、消費支出は6億09百万円の支出増（前年度の消費支出
は135億89百万円）となりました。その結果、消費収支差額は前年
度に比べて支出超過額が6億87百万円減少しました。
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■法人・大学・高等学校・中学校の部（学園総括） 
科　目 金　額 構 成 比 率

消　

費　

収　

入

消　

費　

支　

出

消費収支決算・構成比率

《用語（科目）の説明》

１.  学生生徒等納付金

２.  手数料

３.  寄付金

４.  補助金

５.  資産運用収入

６. 資産売却収入

７.  事業収入

収入科目構成比率
（学園）

支出科目構成比率
（学園）

基本金組入額
△ 310,128
（△ 2.2％）

人件費
8,157,761
（57.9％）

帰属収支差額
△107,054

学生生徒等納付金
11,194,617
（79.4％）

雑収入
510,077
（3.7％）

事業収入
101,414
（0.7％）

資産運用収入
261,056
（1.9％）

補助金
1,266,479
（9.0％）

寄付金
144,808
（1.0％）

手数料
612,252
（4.3％）

資産処分差額
514,162
（3.7％）

管理経費
874,814
（6.2％）

教育研究経費
4,651,020
（33.0％）

８.  雑収入

９.  基本金組入額

10. 人件費

11. 教育研究経費

12. 管理経費

13. 資産処分差額

■消費収支計算書（学園総括）　平成24年4月1日から平成25年3月31日まで 
消 費 収 入 の 部 消 費 支 出 の 部

科　目 予　算 決　算 差　異 科　目 予　算 決　算 差　異

■資金収支計算書（学園総括）　平成24年4月1日から平成25年3月31日まで 
収 入 の 部 支 出 の 部

科　目 予　算 決　算 差　異 科　目 予　算 決　算 差　異
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■高等学校・中学校の部 
科　目 金　額 構 成 比 率

消　

費　

収　

入

消　

費　

支　

出

消費収支決算（部門別内訳）・構成比率

主な施設･設備の整備状況（学園全体）

収入科目構成比率
（高等学校・中学校）

支出科目構成比率
（高等学校・中学校）

学生生徒等納付金
863,079
（65.0％）

手数料
7,678

（0.6％）

寄付金
51,580
（3.9％）

資産運用収入
19,516
（1.5％）

補助金
356,223
（26.8％）

雑収入
28,930
（2.2％）

帰属収支差額
107,505

資産処分差額
4,279

（0.4％）

管理経費
35,936
（2.7％）

教育研究経費
338,766
（25.5％）

人件費
840,520
（63.3％）

基本金組入額
△ 353,399
（△ 26.6％）

工事名称 対象施設 概　要

■法人・大学の部 
科　目 金　額 構 成 比 率

消　

費　

収　

入

消　

費　

支　

出

消費収支決算（部門別内訳）・構成比率

資金収支……………

消費収支……………

帰属収入……………

基本金組入額………

消費収入……………

消費支出……………

帰属収支差額………

消費収支差額………

《用語の説明》

収入科目構成比率
（法人・大学）

支出科目構成比率
（法人・大学）

雑収入
481,147
（3.8％）

学生生徒等納付金
10,331,538
（81.0％）

手数料
604,574
（4.7％）

寄付金
93,228
（0.7％）

補助金
910,256
（7.1％）

資産運用収入
241,540
（1.9％）
事業収入
101,414
（0.8％）

帰属収支差額
△214,559

資産処分差額
509,883
（4.0％）

管理経費
838,878
（6.6％）

教育研究経費
4,312,254
（33.8％）

人件費
7,317,241
（57.3％）

基本金組入額
43,271
（0.3％）
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■消費収支決算の推移（学園総括）　平成19年度から平成24年度まで 
年 度

項 目 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

■財務状況の推移（学園総括）　平成19年度から平成24年度まで 
年 度

項 目 平成19年度末 平成20年度末 平成21年度末 平成22年度末 平成23年度末 平成24年度末

■貸借対照表（平成25年3月31日） 
資 産 の 部 負 債 の 部

科　　　目 平成24年度末 平成23年度末 増　減 科　　　目 平成24年度末 平成23年度末 増　減

基 本 金 の 部

科　　　目 平成24年度末 平成23年度末 増　減

消 費 収 支 差 額 の 部

科　　　目 平成24年度末 平成23年度末 増　減

（注記）貸借対照表の補足説明

 

種 類
平 成 2 4 年 度 （ 平 成 2 5 年 3 月 3 1 日 ）

貸借対照表計上額 時　　　価 差　　　額
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■名称 学校法人甲南学園

■法人設立の年月日 大正7（1918）年12月20日

■設置学校 甲南大学・大学院
 　◎岡本キャンパス  〒658-8501　兵庫県神戸市東灘区岡本8丁目9番1号
 　◎西宮キャンパス  〒663-8204　兵庫県西宮市高松町8番33号
 　◎ポートアイランドキャンパス  〒650-0047　兵庫県神戸市中央区港島南町7丁目1番20

 甲南高等学校・中学校  〒659-0096　兵庫県芦屋市山手町31番3号

■土地と建物（平成24年5月1日現在）
土地面積
大学
高等学校・中学校
フランス甲南学園トゥレーヌ高等部
その他（職員住宅等）
土地面積総合計

建物面積
大学
高等学校・中学校
フランス甲南学園トゥレーヌ高等部
その他（職員住宅等）
建物面積総合計

■役員（平成25年3月31日現在）

理事※1

監事※2

評議員※3

■財務比率の推移（学園総括）　平成19年度から平成24年度まで 

比　率 算式（×100） 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

貸
借
対
照
表
関
係

消
費
収
支
関
係
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■卒業生累計数（平成25年3月31日現在）
7年制高等学校
新制高等学校

学部
大学院（修士）
大学院（博士）
専門職大学院

大学院
研究科 課程 入学定員 収容定員 実員 課程 入学定員 収容定員 実員

専門職大学院
研究科 入学定員 収容定員 実員

■学生・生徒数（平成24年5月1日現在）
大学

学部 入学定員 編入定員 収容定員 実員

高等学校・中学校
学校 入学定員 収容定員 実員

■専任教職員数（平成24年5月1日現在）
大学・大学院・センター・研究所

文

学

部

理

工

学

部

経

済

学

部

法

学

部

経

営

学

部

知
能
情
報
学
部

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

創

造

学

部

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

サ
イ
エ
ン
ス
学
部

ス
ポ
ー
ツ・
健
康
科
学

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
言
語
文
化

セ

ン

タ

ー

Ｅ
Ｂ
Ａ
高
等
教
育

研

究

所

情
報
教
育
研
究

セ

ン

タ

ー

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

教
職
教
育
セ
ン
タ
ー

先
端
生
命
工
学

研

究

所

法

科

大

学

院

会

計

大

学

院

学

生

相

談

室

合
　

　

計

教 授
准 教 授
講 師
助 教
合 計

高等学校・中学校
教諭 契約 養護教諭 司書教諭 合計

職員
専任 嘱託 契約 合計

■事務組織図（平成25年3月31日現在）
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